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「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第 5 回） 

開催報告 

2016 年 12 ⽉ 8 ⽇（⽊）千葉県⽩井市・神崎川 

はじめに 

千葉県⽩井市を流れる神崎川上流域をフィールドに、「⼩さな⾃然再⽣」の考え⽅や留意

点、また⾃然環境の保全・再⽣に向けた市⺠団体や⾃治体による取組みを講義や意⾒交換を

通じて学ぶとともに、⽊⼾前調節池、神崎川、⼋幡溜等の⾃然環境や⽂化財を観察しながら、

都市部の緑のネットワークづくりの視点から地域でできることについて知恵を出し合うこと

を⽬的として、2016 年 12 ⽉ 8 ⽇（⽊）に「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会を開催しました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の⼀部を、当⽇の写真を中⼼

に皆様にご紹介するものです。 

本研修に協⼒頂きました、神崎川を守るしろい⼋幡溜の会、⽩井市、千葉県、東邦⼤学・

⻄廣准教授、及び「⼩さな⾃然再⽣」研究会の皆様に厚く御礼申し上げます。 

2017 年 3 ⽉ 

⽇本河川・流域再⽣ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 

 開催⽇時： 2016 年 12 ⽉ 8 ⽇（⽊） 10:00〜17:00 

 開催場所： 千葉ニュータウン・プラザ⻄⽩井 1 番街団地集会所 ／ 千葉県神崎川 

 参加者：57 名（⼀般参加者：18 名、地元市⺠団体関係者：22 名、⽩井市職員：6 名、

講師：3 名、「⼩さな⾃然再⽣」研究会 8 名） 

 主 催： 「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

 共 催： 神崎川を守るしろい⼋幡溜の会／⽩井市／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク  

 講師： 神崎川を守るしろい⼋幡溜の会／千葉県／「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

 司会進⾏：和⽥彰（⽇本河川・流域再⽣ネットワーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶 

プログラム 
（午前）会議室にて「⼩さな⾃然再⽣」に関する座学研修 

 10:00-10:05: 研修会主旨説明（和⽥彰：⽇本河川・流域再⽣ネットワーク） 

 10:05-10:35: ⼩さな⾃然再⽣の紹介と福岡市室⾒川での取組み 

        （伊豫岡宏樹：福岡⼤学⼯学部社会デザイン⼯学科／研究会） 

 10:35-11:00: 神崎川上流部での取組み 

        （神崎川を守るしろい⼋幡溜の会、 ⻑⾕川雅美：東邦⼤学理学部⽣物学科）

11:00-11:25: 印旛沼流域⽔循環健全化の取組み （鈴⽊宏昌：千葉県県⼟整備部河川環境課）

 11:25-11:50: ⽔の循環からみた都市緑地での取組み 

        （菊池佐智⼦：公益財団法⼈都市緑化機構／研究会） 

 11:50-12:15:上⻄郷川における市⺠主体の川づくりと⼩さな⾃然再⽣ 

        （林博徳：九州⼤学⼤学院⼯学研究院／研究会） 

 12:15-12:30: 質疑応答、意⾒交換、午後の研修案内 

（昼休み）12:30-13:15: 昼⾷ 

（午後１）神崎川上流域現地研修 

 - ⼋幡溜、⽊⼾前調節池、神崎川等を巡り、環境保全・再⽣に関わるアイデアを交換。 

（午後２）「⻄⽩井・神崎川上流部を地域資源として効果的に活⽤するには？」 

 ■ファシリテーター： ⻄廣淳：東邦⼤学理学部⽣命圏環境科学科 

- グループ・全体討議 

（現地状況を踏まえ、グループに分かれて神崎川上流部の効果的な活⽤の仕⽅を議論） 
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「⼩さな⾃然再⽣」研究会の幹事を務める⽇本河川・流域再⽣ネットワーク(JRRN)の⼟屋代表より、

開会挨拶として⼩さな⾃然再⽣は河川、地域ごとにみんなで考え作り上げていくものであること、次世

代に繋いでいくために⼦供たちの参加が重要なことなどについて話がありました。 

⼟屋 信⾏（⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 代表理事）より開会挨拶 
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座学研修（午前） 

 

 

 

  
研修会主旨説明  及び 「⽔辺の⼩さな⾃然再⽣事例集」紹介  

（和⽥ 彰：⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 事務局） 
各講演に先⽴ち、本研修会を主催する「⼩さな⾃然再⽣」研究会とこれまでの活動履歴、また「⽔

辺の⼩さな⾃然再⽣事例集」の概要を紹介後、本⽇の全体プログラムについて説明しました。 
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⼩さな⾃然再⽣の紹介と福岡市室⾒川での取組み 

（伊豫岡宏樹：福岡⼤学⼯学部社会デザイン⼯学科） 
前半では、⼩さな⾃然再⽣がどういうものなのか、ご⾃⾝の体験と事例を紹介しながらご説

明いただき、後半は伊豫岡先⽣が福岡で取り組んでいる活動をご紹介いただきました。 

⼩さな⾃然再⽣については、明確な定義はないものの、“市⺠が⽇曜⼤⼯的に取組めること”、

“⾃⼰調達できる資⾦規模であること”、“多様な主体による参画と協働が可能であること”、“修

復と撤去が容易であること”といった内容を⽰していただきました。 

また、⼩さな⾃然再⽣を進める上での留意点をいくつか挙げる中で、⾃然再⽣の作業をされ

る⽅だけでなく、周辺の住⺠、下流側の住⺠、全員がハッピーになるために何ができるかを考

えることが重要だと指摘されました。 

さらに、活動を成功させるためには、“こういう空間（川）をつくりたいので是⾮協⼒してほ

しい”と情熱を持って語れるキーマンが必要なこと、住⺠と⾏政の信頼関係の構築が重要であ

り、そのまとめ役として専⾨性があり中⽴的な⼤学は適していることについても説明がありま

した。 

室⾒川での取組みとして、シロウオの産卵場を造るプロジェクトが紹介されました。減少し

ているシロウオの産卵には、河床に⽯が必要なために⽯を置こうとしたものの河積を阻害する

という理由で受け付けられず、河床に埋まっている⽯を掘り起こす作戦に切替えたこと、参加

者を広く募って多くの⼈に作業をしてもらうことで上⼿くいったこと、初年度には⾏政に提出

する書類に苦労されたことなど、実際の体験で得られた課題や⼯夫をお話頂きました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-1」を参照 
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神崎川上流部での取組み 

（神崎川を守るしろい⼋幡溜の会、 ⻑⾕川雅美：東邦⼤学理学部⽣物学科） 
「神崎川を守るしろい⼋幡溜の会」から、紙芝居⾵に地域の環境について紹介頂いた後、同会

の活動を⽀えている⻑⾕川先⽣（東邦⼤学）から、より広い北総地域の中での位置づけや取り組

み経緯、具体的な活動内容について説明がありました。 

⻑⾕川先⽣のお話では、ニュータウンの開発に伴い 1 級河川の神崎川の改修が進められたこ

と、上流に位置する⽤悪⽔路（⼟⽔路）が 3 ⾯張りコンクリートになる計画があったものの、い

ろいろな交渉の末、⽩井市の理解もあり、バイパスを通して⼟⽔路の環境を残すことになった経

緯を説明頂きました。また、交渉の過程を通じて、神崎川を守るしろい⼋幡溜の会の皆さんが、

⽣き物救出作戦や⼤学と連携した⽣物、調査を平⾏して⾏ってきたことで、⾃然再⽣の取組みへ

と更に踏み出していった経緯なども紹介頂きました。 

また、⼀⾒、⽣き物がいなさそうな調整池にも実際に⼊ってみると多くの⽣き物がいたこと、

この地域が“下総の⼩⾦牧跡”と呼ばれるかつての⾺牧場の跡地で、⼟⽔路に沿う形で牧場の境界

線となる⼟⼿状の遺構が存在していることから、⾃然が残され、かつ⽂化的な景観も有する⾮常

に⾯⽩い場所だという話題をいただきました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-2」を参照 
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印旛沼流域⽔循環健全化の取組み 

（鈴⽊宏昌：千葉県県⼟整備部河川環境課） 
神崎川が含まれる印旛沼流域の健全化と⾔う広範囲での取組みについて、千葉県県⼟整備部河

川環境課からご紹介いただきました。 

印旛沼が⽔質、アオコ、外来種、湧⽔の枯渇、浸⽔被害など様々な問題を抱えていること、そ

の改善に向けて平成 13 年に学識者、利⽔者、市⺠団体、県、市町村の関係部局、河川管理者か

らなる印旛沼流域⽔循環健全化会議を⽴上げ、健全化計画を作成、推進していることについて説

明をいただきました。 

流域の再⽣⽬標、⾏動様式（印旛沼⽅式）に触れた後、主に第 1 期⾏動計画（平成 21~27 年

度）の 8 つの重点対策の内容、第 2 期⾏動計画（平成 28 年度~）の 9 つの推進テーマについて

の説明がありました。テーマの中には、「川や沼の⽔環境を改善します」、「ふるさとの⽣き物

をはぐくみます」、「⽔辺を⽣かした地域づくりを推進します」、「環境学習を活発にしま

す」、「共感を広げ、多様な主体との連携・協働を推進します」といった、神崎川での取り組み

とも関連するものもあり、印旛沼流域という広域の中での位置づけや情報発信の仕⽅を考える機

会となりました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-3」を参照 
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 ⽔の循環からみた都市緑地での取組み 

（菊池佐智⼦：公益財団法⼈都市緑化機構） 
前半には、「みどりの機能と効果」と「⽣態系サービス」について、後半には、⼈⼯的なもの

から⾃然的なものまで「みどりの形」があること、それらを使って、特に都市域では⽔循環を取

り戻すのにどうしたらいいのかについてご説明をいただきました。 

みどりの機能と効果では、⽣態系サービスと呼ばれる、供給サービス、⽂化的サービス、調整

サービス、⽣息・⽣育地サービスの 4 つに分類される様々な機能がみどりにあること、法律や計

画の中では、緑地が近所の公園や都市公園などの施設緑地と⾃然公園などの施設の形を持たない

地域誠意緑地に分かれることなどについて説明がありました。 

みどりの形では、⽔循環の観点から、緑が少なく、コンクリートで覆われ、河川も暗渠化して

いるような町では、⾬が降った際に地中に吸収される量が少なく、都市洪⽔が起こりやすくなる

ことが問題となっていることに触れ、都市の⽔循環を正常にする技術について紹介されました。

技術は、機械的-⽣物学的な軸と⽔の処理能⼒の軸で分類されて紹介されましたが、下⽔道など

の機械的な技術と⽐較して、浸透池や⽣物湿地など⽣物学的な技術には、多くの⽣物が⼊ってき

たり、コストが安くなるなどの効果やメリットがあり、更には観光資源の創出、⾃然景観の保全

などに繋がる可能性があることが説明されました。 

⽩井市でも都市マスタープランの中で“緑が包む都市づくり”を戦略プランの⼀つとして挙げて

おり、川だけでなく緑とのつながりから神崎川での取り組みを⾒直す機会となりました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-4」を参照 
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上⻄郷川における市⺠主体の川づくりと⼩さな⾃然再⽣ 

（林博徳：九州⼤学⼤学院⼯学研究院） 
上⻄郷川では、周辺の住宅開発を背景に、治⽔安全度をあげる河川改修が⾏われるのにあわせ

て、⾃然再⽣のために治⽔上必要な断⾯以上に川幅を広げました。また、計画段階からワークシ

ョップを重ね徹底的な地域住⺠の参加を図ったことで、⾃然再⽣と⼈と川のつながりの再⽣とい

う⼆つの⽬標を達成し、現在も地域住⺠が主体的に環境保全と維持管理に取組むという成功事例

となっています。 

林先⽣からは、計画段階でのワークショップ⽴上げから、河川整備後の⼩さな⾃然再⽣の導

⼊、継続的に地域住⺠が川づくりに参加する現在の良好な状態に⾄るまでの経過やポイントを分

かりやすく説明いただきました。 

特に、徹底的に市⺠参加にこだわったこと、⼩さな⾃然再⽣の作業に⼦供も楽しく参加できた

ことで、⼦供たちの川への関⼼・愛着が⾼まり、それに⼤⼈も刺激を受けて草刈などの維持管理

にも主体的に取組む良い流れができたと分析されています。また、説明の最後には、上⻄郷川の

ような取り組みが、この研究会のような機会を通して全国に広がっていくことで、⽇本の川の環

境も更に善くなっていくのではと期待を述べられました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-5」を参照 
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神崎川上流部での現地研修（午後） 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

座学の会場から現地へ向かう 神崎川を守るしろい⼋幡溜の会による説明

調整池前で植⽣についての説明 調整地の排⽔路 

⽤悪⽔路⼯事の現場 ⽩井市による⽤悪⽔路⼯事の説明 
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⼋幡溜への⼊り⼝ ⼋幡溜傍を流れる⼟⽔路 

⽩井市による“牧”の説明 
⼟⼿状に⼩⾼くなった“牧”の境界部分 

（説明者の⽴っている奥⼿側） 

⼋幡溜の様⼦



 12 

「
⼩

さ
な

⾃
然

再
⽣

」
現

地
研

修
会

（
第

5
回

）
開

催
報

告
 |

  2
01

7/
3 

ワークショップ（午後） 

「⻄⽩井・神崎川上流部を地域資源として効果的に活⽤するには？」 

 

 

 ファシリテーターの東邦⼤学・⻄廣先⽣より進め⽅の説明 

午前中の講義や午後の現地⾒学を踏まえて、グループでの議論に移る前に、より密度の濃い議論

ができるよう、ファシリテーターの⻄廣先⽣より①技術的な課題、②今後の取り組みの進め⽅ に

ついてご提⽰頂きました。 

特に今後の取り組みの進め⽅では、「川だけで考えず、⽩井市全体、あるいは北総全体の中の、

これだけ住宅地が開発された中での貴重な緑地である⾯にも⽬を向けて、もう少し”線”から”⾯”で

考えるということを意識してほしい」というポイントを提⽰いただきました。 

この整理のおかげで、「⻄⽩井・神崎川上流部を地域資源として効果的に活⽤するには？」とい

うテーマに対して、前提となる情報や議論のポイントを皆さんが共有することができ、その後のグ

ループでの議論が円滑に進みました。 
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１．技術的課題 （⻄廣先⽣の資料より引⽤、⼀部編集） 

①オオクチバスの増加 

→流域スケールの対策が必要 

→上下流の連結性を⾼めすぎない 

→守るべき⽣物の逃げ場所を 

→駆除の取り組み、釣り禁⽌ 

②アメリカザリガニ管理 

③メダカの減少、カダヤシの増加 

→逃げ場所・産卵場所の確保 

→湿地環境の維持（⼀時的冠⽔域・⽔位変動＝⽥んぼ的な湿地） 

→河川と湿地の適度な連続性の確保 

④他の⽣物は？ 

・ドジョウ、タモロコ、トウヨシノボリ 

・⽔⽣昆⾍はやや少ない（アカネ科、ヤンマ科の⼀部のみ） 

・ノウサギ、タヌキ、ハクビシン、キジ、コジュケイ 

→環境次第ではもっと⽔⽣昆⾍は来る。 

⑤⾬⽔管整備が済んだ後も⼋幡溜は湿地になるか？ 

→運⽤についての議論が必要。調整が可能な構造にしている 

⑥2/3 くらいは合併浄化槽からの⽔、競⾺学校や調整池から⼊ることがある。 

→⽔質のモニタリングが必要（⼦供の⾏事を想定すると病原性⼤腸菌の調査が必要） 

⑦地権者との調整 

→調整先となる地権者については⽩井市が把握している

ファシリテーターの東邦⼤学・⻄廣先⽣より進め⽅の説明 
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２．今後の取り組みの進め⽅ （⻄廣先⽣の資料より引⽤、⼀部編集） 

１）取り組みの前提の確認 

①治⽔上の課題の存在、環境配慮についての合意 

②⼈と⾃然の歴史、絶滅危惧種の存在 

・３００年以上前からの確認できる野⾺除⼟⼿があって、幕府の⾺を預かっていた牧の⽂

化の名残がある。 

・そこが川になっているという歴史的なおもしろさ、価値があるところに絶滅危惧種のメ

ダカが暮らすような場所があるという、そういう⽂化と⾃然の価値というのは前提とし

て意識しておきたい。 

③緑地の利活⽤を希望する声の存在 

・「⽣物多様性を活かして市⺠の憩いの場にする」など 

  ←⽩井市第 5 次総合計画・都市マスタープラン策定地区別ワークショップ結果報告書 

・「未来に残したい、北総⽩井の⾃然環境」 

  ←⽩井市⽣物多様性調査報告書 

④市の総合計画における「みどり活⽤プロジェクト」 

・「みどりが価値を⽣み出すまちづくり」グラウンドワーク活動、環境学習の推進 

←⽩井市第 5 次総合計画 

⑤印旛沼⽔循環健全化会議での⽣態系ネットワークの議論 

・エコロジカルネットワーク、多⾃然川づくりの推進 

⑥⽩井市⽣物多様性調査のデータと⼈脈の存在 

 

２）⽬標と推進体制のあり⽅ 

・①〜⑥の前提のもと「⻄⽩井・神崎川上流部」をどのような場所として活⽤できるか？ 

・それを実現するには、どのような体制や場が必要か？ 

●⽬標像「このような場所にしたい」「このようなことをしたい」など 

●推進体制「どんな場が必要か」「どんな組織が必要か」など 
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グループディスカッションをするため 6 つのグループに分かれました 

各グループの発表内容は、東邦⼤学の学⽣さんがホワイトボードで整理 
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【グループ 1】 

 

   

 

 

 

 

 

グループ 1 によるディスカッションと発表

【グループ 1 の成果発表】 

【主な意⾒】 

・⼋幡溜の魅⼒というのをもっと多くの⼈に知ってもらいたい。知ってもらわないと、何かやりた

いときに⼈⼿が⾜りないということがあるのではないか。 

・今⾏動している⽅々と地域で住んでいる⼈たちの交流の場が必要。 

・⼋幡溜⾃体が⼊りやすい場所ではないので、まずは、調整池と広場を使って、もっと知ってもら

うための、みんなで楽しめるイベントとがあったらいい。 

 

⇒⽬標としては調整池を何かもっと活⽤したい。それらを通して、今湿地に価値を感じている⼈

と、まだそうでない⼈との情報共有の場があるといい。 
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【グループ 2】 

   

 

 

 

 

 

 

 

グループ 2 によるディスカッションと発表

【グループ 2 の成果発表】 

【主な意⾒】 

●⼋幡溜について 

・⼋幡溜には、きちんとしたビオトープをエスケープ的につくる。 

・⼈が近づけるように公園としての整備をしておく。湿地としてのそもそもの機能を楽しめるよ

うな公園がいいのではないか。 

・取り組みには地権者の⽅々の合意が前提となる。地元以外の⽅が来て、これは⼤事だからこん

なことをしようと提案されても、地権者の⽅々が同様の意向をお持ちであったとしても、外か

ら⾔われたらそんなのは嫌だと思ってしまうかもしれない。上⼿に⼀緒に取組んでいけるよう

な雰囲気をつくっていくことがとても⼤事だろう。 

・地域を盛り上げるためには、お祭りやイベントと⼀緒になるなど、もっと⼦供たちが参加でき

る仕組みを考えていくといい。 

 

●調整池について 

・陸と⽔域がしっかり分かれているので、そこをうまくエコトーンにする。 

・調整池は管理者が明確なので、まずは調整池から取組み、わくわく楽しいことが横で起こって

いるというのを⾒ると、みんな乗ってくれるのではないか。 

 

【意⾒交換】 

・調整池には１メートルのかたい底⾯があるので、その１メートルのかたい底⾯に向けて中間的

なところをつくるだけでもいいのではないか。 

・外からものを持ち込むと調整池の機能に影響するので、調整池の中で⼟を動かしてボリューム

を確保する。 

・⼟砂移動によるエコトーンを造成する。 
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【グループ 3】 

 

 

 

 

 

 

グループ 3 によるディスカッションと発表
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【グループ 3 の成果発表】 

 

【主な意⾒】 

・まずは⼦供が遊べる場所にしたい。⼦供が来れば親も来て⼈が集まるので、そこでメダカの話

をしたり、⼦供だけでは危ないことも、⼀緒に来た⼤⼈と⼈⼿をたくさんにして安全を確保し

て管理したりできる。 

・⽔や⾺、⾃然に関することを守っていくような場所にしたい。牧の歴史や競⾺学校があるの

で、⾺を活⽤した何かをすると⼦供が来ると思う。 

・ウォーキングコースとしての線や、⾃然公園や歴史公園としてここは守るという線を地図上に

引いて、公園のようにして使う。 

・研究、調査、マップづくりなど専⾨家が使う場所にしたほうがいい。 

・この場所を知らない⼈が多いので、知ってもらうために、何かシンボルとなるようなものを挙

げてイベントをしたらどうか。 

・地権者さんのメリットを考えて⼟地をオープンで使えるような⽅法を考えたらどうか。 

・⽂化財にしたらどうか。 

・メダカのために⽥んぼをつくるなど、まず⼀歩動き出すことで、地権者の理解を得て先に進む

のはどうか。 

・⼋幡溜は、第⼀印象、まず⼊りやすさと、こんなところがあったんだと興味を持つきっかけを

つくることが、⼤事だと思う。 

 

【意⾒交換】 

・⾺の活⽤は、私⾺を放したらどうか。ヨーロッパでは、動物を使った植⽣管理は普通で、⽇本

で⽥んぼやろうというのと同じくらいな感覚で、伝統的な品種の⾺を飼おうとかやる。それが

適度な攪乱をする。 

・ただ単に⾺を⾒せ物みたいな感じでもいい。 

・牧のところであれば、湿地に強い⾺だったらよいが、⽜の⽅がよいかもしれない。 

 

・⼋幡溜を使ってもらうには、権利上の問題と、周りの草丈が⾼いとか、ゴミがたくさんたまっ

ているといった物理的な問題の⼆つがある。 
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【グループ 4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 4 によるディスカッションと発表
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【グループ 4 の成果発表】 

【主な意⾒】 

●今⽇⾒た場所のいいところ 

・雑⽊林、⽔堀がある / 湿地のよさ / ⽔質が⽐較的いい  

・野⾺除⼟⼿の歴史 

・競⾺学校が近い（多分、ＪＲＡの競⾺学校があるのは⽇本でここだけ。） 

・とても広い調整池がある。（⽔⿃もいて、空き地があって何かいろいろできそう） 

・団地があって、すごく⼈的資源が豊富、しかも熱⼼な⼈がいる 

・⼩学校が近くて⼦供との連携もメダカとかを通じて始まっている 

・⼤学とも連携している  

●ここをどういう場所にしたいか、ここでやりたい夢 

・湿地の再⽣（メダカ、⽔⽣昆⾍の棲みかを増やしたい） 

・源流からの散歩道をつくってはどうか。 

・⼟⼿を活⽤した歴史教育、⽔辺を活⽤した環境学習をやりたい。 

・世代間交流ができる場所として活⽤したい 

・ミズベリストを養成しよう 

・ゴミがある、雑⽊林が夏場は鬱蒼とするといった問題があるので、管理の活動をしてみる。 

・調整池については釣り場にしてもいいのではないか。 

●まとめ 

・野⾺除⼟⼿の歴史を軸とした、⾺・⼈・湿地のつながりの再⽣。 

・ポイントとしては、牧の歴史や競⾺学校があるというすごいアドバンテージと⼈と湿地。ここ

しかないので、とてもおもしろいと思う。 

・野⾺除⼟⼿というものの歴史的物語もあるし、物語だけじゃなくて実物があるから、それを軸

として、⼈と湿地と⾺のつながりみたいなものを再⽣するプロジェクトをやっていくというの

は、⽬標としてとてもいいと思う。 

 

【意⾒交換】 

・上⻄郷川でも、⽔辺をどうしたいかという意⾒を持っている⼈が、最初のワークショップには

いっぱい集まってくるので、とにかく多くのステークホルダーを集めることに努めた。 

・例えば、著名⼈に来てもらって、この野⾺除⼟⼿ってすごいよね、みたいなシンポジウムが開

催できればいい。 

・上⻄郷川では、今は、話題によっては、いわゆる⽣き物好きではない⼀般の市⺠の意⾒交換の

場があるのか。 

・やはり⼦供が活動しだすと、⼀般のお⽗さん、お⺟さんが⼊ってきてくれる。 
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【グループ 5】 

 

 

 
グループ 5 によるディスカッションと発表

【グループ 5 の成果発表】 

【主な意⾒】 

・もっと⼈の寄る機会があってもいいんじゃないかということで、⼈の巻き込み⽅として、過去に

⽔⽥をやっていた放棄⽔⽥という⼟地を⽣かして、再び⽥んぼを復活させる。 

・誰が⽥んぼを使うんだというところになって、やはり近くにマンションがあるという特⾊も⽣か

して、マンション等の⾃治体を巻き込めたらいいなというのもあるし、それがもしだめでも、や

はり近くの⼩学校と既にメダカ救出作戦というイベントでのつながりを持っているので、そこを

⽣かして⼈を集めることは可能なのではないか。 

・⽥んぼをつくることができれば、メダカなどの⽥んぼにすみついていた⽣き物を保全できて、⼤

型のオオクチバスなどの⽣き物も何とか減らすことができるのではないか。 

・メダカ救出作戦の延⻑で、メダカのためのビオトープをつくって、そこでちょうど⽥んぼで巻き

込まれてきた⼩学⽣に、メダカを題材とした環境教育ができたらいい。 
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【グループ 6】 

 

  

  

 

 

 

 

 

グループ 6 によるディスカッションと発表

【グループ 6 の成果発表】 

【主な意⾒】 

●どういう場所にしたいか 

・⼋幡溜⾃然公園として、市の内外の⼈に利⽤してもらう。 

・⼦供が遊べるようにという意⾒に対して、安全性の問題があるので、安全に歩ける道をつけ

て、町ごと公園計画にしよう。 

●⼈を集めるためには、どうしたらいいか 

・イベント性が必要 

・⾺と触れ合うようなイベント 

・池をつくる（氾濫で結構埋まってしまうという現状があるので、定期的に池を掘る） 

・近くに神社があるので、毎年絶対やるようなお祭りにして、継続してできるようなイベントが

つくれたらいい 

●どんなふうに使うか 

・⾷にスポットを当てて、⽥んぼづくりで、お⽶をつくったりとか、そこでとれる野草とか、⿂

とかも⾷べられたらおもしろいんじゃないか。 

・ザリガニも結構いるので、ザリガニ駆除のついでに⾷べてしまう。 

・⼤学の研究室がずっとかかわっているので、このまま研究のフィールドとして利⽤し続けるこ

とで、ずっとその場所を使い続ける歴史とかができて、これからも⼈のつながりができたらい

い。 
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【総括】 

 

 

ワークショップ総括での主な意⾒ 
●グループの発表内容の総括 

 ⼋幡溜は湿地として、また活⽤できる湿地としてのポテンシャルがあるが、現状では少し怖

い、⼗分使いやすくはない。 

 ただ、調整池という湿地の⼊り⼝みたいなところがある。⽣かし⽅によっては、そちらを⼊

り⼝にだんだん、外部を引き込んでいくというような仕掛けも考えられるというところがメ

リットとしてある。 

 すごく場所のポテンシャルが⾼い。⾺などの歴史の素材があり、この場に⾏くと実際に⾺も

いるという情報の素材も充実している。空間的にこういう場所が近くに配置されていること

はすごくメリットがある。 

 「⼀般の⼈とどう共有していくかということが⼤事だ」という意⾒が出たが、具体的なアク

ションにしていくにはもう少し道筋が必要だと感じた。林先⽣から上⻄郷のやり⽅を聞いて

（グループ D）、まずはコアのところからスタートして、だんだん広げていくという実例も

あるので、頑張る価値はあると思った。 

各グループ発表を踏まえた⻄廣先⽣によるワークショップ総括 
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各グループの発⾔内容の確認と整理
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ワークショップ総括での主な意⾒ 

●連携の仕⽅ 

 今後、今回考えたような利活⽤をしていくためには、⾏政と市⺠、⼤学も含めていろいろ

連携していくことが増えていくと思う。そのときに、それぞれ考え⽅を変えなければいけ

ないところがあるように思う。 

 林先⽣、伊豫岡先⽣のお話にあったように、陳情してやってもらうことよりも、まず提案

して⾏政に参加してもらう事業や、何かやってくれというよりも、⼀緒にやろうという姿

勢がいろいろ成果を上げている。 

 もっと役割分担を提案していく、つまり⾏政が今どういう⽅針や施策を持っていて、どう

いう提案だったら動きやすいかを勉強して提案していくことが⼤事だと思う。 

※⽩⽯市では、森のグラウンドワーク推進事業関連のところで、⾃然環境の保全と良質な

緑の環境を創造するため、市⺠団体と協働し、いいグラウンドワークにすると結構広く

⾔っていただいているので、何かそういう提案というのはできるのではないか。 

 ⾏政が不安を感じるポイントがあると思うが、そのときに、こういうことは私たちでやっ

ていきますといって、不安なところをちゃんと解消する提案とセットでやっていくことは

すごく⼤事だと思う。 

 今の仲間の⼈数では、例えばこれ壊れたら私たちで直しますとか、⽔⾨のあけ閉めやりま

す、という⾃信がないかもしないが、学⽣にさせようとか、これだけの仲間を巻き込もう

とか、やれることに応じて仲間を増やすということを頑張れるといい。 

 団体の声として上がっているものを、もっと地域の声という形にしていかないと⾏政の⽅

も活⽤しにくい。 

 本当に⽬指しているのはみんなの幸せだと思うので、⾏政に対していろいろ話をすること

も⼤事だが、⾃治会や地域に働きかけることも⼤事だなとつくづく今⽇は思った。 

市⺠と⾏政の連携の仕⽅についての説明
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ワークショップ総括での主な意⾒ 
●⾏政側のアプローチ 

 ⾏政の⽅もぜひいろいろ積極的な提案を⽣かして、おもしろいお仕事にしていただくとい

いと思う。 

 市⺠の提案、例えば船橋市の⽣物多様性地域戦略が今年度確定する予定で、そこに様々な

関連するキーワードが含まれるので、そういう⽂⾔を活⽤していくことが⼤切。 

 上⻄郷川などの先進事例もうまく活⽤していくといい。 

 今⽇は、⾬⽔処理の施設をいかに多機能化していくかというすごく⼤事なヒントをいただ

いた。 

 治⽔、⽔質対策、放棄農地対策、緑地整備、それぞれ個別のセクションが担当していると

思うが、それをできれば同時に考える、⼀⽯何⿃かになるような仕組みを考えるというこ

とをしていくと、もっとおもしろくなると思う。 

 ぜひこの時代はそういう⽅向に発想を切りかえていっていただけるといいなと思う。 

●地域の特徴を活かした取組みの進め⽅ 

 千葉県の中では、⽩井市は、いろいろな整備がかなりできている。まだまだ課題があるだ

ろうが、もう少し将来を考えると、何を売りにした町になっているのかというのを考えて

いくというのは⼤事だと思う。 

 価値の⾼い⾃然があって、その根拠になるような情報というのも充実している。⽣物多様

性調査もその⼀例だと思う。 

 ここの⾃然というのはほかではできないことができるくらいの潜在的な価値がある。 

 ほかと⽐べても、⼦育て世代が多い地域だということがあるので、環境教育にかかわる提

案というのは、わりとサポートされやすいと思う。 

 ぜひそういうことも積極的に進めると、いろいろおもしろい取り組みが進むと思う。 

⾏政側からのアプローチについての説明
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閉会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の⽅針について少し説明させていただきます。2025 年度までの第 5 次総合計画の基本構想で

は、環境保全を進め、豊かな緑、河川などを活かして、都市の⼤切さと⾃然の快適さを追求すること

としています。また、2020 年度までの 5 カ年計画においては、重点戦略として緑活⽤プロジェクト

を定めて、多くの市⺠が⽩井市の資源と感じている緑の環境をさらに磨きをかけて、森や河川、⽥畑

など多様な緑の魅⼒溢れるまちづくりを進めていくこととしています。 

今回の研修には、道路課、環境課、都市計画課、⽂化課、そして上下⽔道課の職員が参加させてい

ただきました。これははじめての⾮常に画期的なことであり、今回、参加して多くのことを学びまし

た。皆さまには環境保全の実現に向けて、今後もご協⼒をよろしくお願いいたします。 

⽩井市より閉会挨拶
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参考資料 1（午前座学の講義資料） 

【参考資料 1-1】 ⼩さな⾃然再⽣の紹介と福岡市室⾒川での取組み 配布資料（1/9） 
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【参考資料 1-5】上⻄郷川における市⺠主体の川づくりと⼩さな⾃然再⽣ 配布資料（11/12） 
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【参考資料 1-5】上⻄郷川における市⺠主体の川づくりと⼩さな⾃然再⽣ 配布資料（12/12） 
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参考資料２－参加者募集チラシ（表⾯） 
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(Memo) 
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